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東
大
阪
で
は
９
月
17
日
告
示
・
24
日
投
開
票
で
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

現
職
の
自
民
党
の
市
長
は
、
２
０
０
７
年
、
長
尾
淳
三
市
長
へ
の
不
当
な
不
信

任
強
行
後
の
市
長
選
挙
で
市
長
に
就
任
し
て
16
年
に
な
り
ま
す
。
次
期
市
長
選
挙

へ
の
意
欲
は
み
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
６
月
１
日
時
点
で
は

出
馬
表
明
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
選
挙
の
構
図
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
民
の
声
を
市
政
総
括
運
動
に

「
み
ん
な
で
つ
く
る
東
大
阪
市
民
の
会
」（
以

下
「
市
民
の
会
」）
は
、
毎
年
市
民
の
願
い
や

要
求
を
持
ち
寄
る
「
要
求
と
運
動
の
交
流
集

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
20
日
の
交

流
集
会
で
は
、
東
大
阪
市
政
に
対
す
る
不
満
や

疑
問
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
学
校
の
先
生
が
足
り
な
い
の
で
授
業
に
穴

が
開
く
」（
学
校
関
係
者
）「
東
大
阪
市
は
待
機

児
が
ゼ
ロ
と
聞
い
て
安
心
し
て
保
育
所
に
預
け

た
の
に
、
企
業
主
導
型
の
た
め
土
曜
日
の
保
育

が
な
い
。
土
曜
日
だ
け
別
の
保
育
所
を
利
用
せ

ざ
る
を
え
な
い
」（
子
育
て
中
の
親
）「
東
大
阪

に
知
的
障
が
い
を
受
け
入
れ
る
支
援
学
校
が
な

い
の
で
バ
ス
で
１
時
間
か
け
て
八
尾
ま
で
通
学

し
て
い
る
」（
障
が
い
児
童
の
親
）
な
ど
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
業
者
団
体
か
ら
「
原
材
料
が
３
割
ほ

ど
高
騰
し
て
い
る
が
加
工
賃
は
上
が
ら
な
い
。

や
ら
ん
方
が
ま
し
の
仕
事
も
あ
る
」（
金
属
加

工
業
者
）「
豆
腐
屋
さ
ん
が
使
う
薄
揚
げ
用
油

が
高
騰
し
て
い
る
が
価
格
転
嫁
出
来
な
い
、
夜

の
客
が
戻
ら
ず
ス
ナ
ッ
ク
の
閉
店
が
多
い
」
な

ど
、
厳
し
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
市
民
の
会
」
で
は
こ
の
交
流
集
会
で
出
さ

れ
た
住
民
の
願
い
に
よ
り
そ
う
市
政
を
展
望

し
、
９
月
の
市
長
選
挙
を
前
に
市
政
総
括
運
動

を
提
起
し
、「
東
大
阪
市
政
問
題
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
26
日
か
ら
月
１
回
程
度
、
市
民
団

体
・
個
人
と
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
、
実
態
把
握
と
共
通
認
識
づ
く
り

の
討
議
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
改

め
て
市
政
の
問
題
点
を
気
付
か
さ
れ
、
勉
強
に

東大阪市政の再点検、東大阪市政の再点検、
「市政問題研究会」を実施「市政問題研究会」を実施

みんなでつくる東大阪市民の会 事務局　みんなでつくる東大阪市民の会 事務局　岩野　清岩野　清
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● 

市
民
に
説
明
も
な
く
「
水
道
広
域
一
元
化
」、

他
市
の
否
決
で
頓
挫

市
民
の
命
を
支
え
る
公
営
水
道
事
業
で
は
、

政
府
に
よ
る
「
水
道
法
改
悪
」
や
大
阪
府
の
後

押
し
を
受
け
、
東
大
阪
で
は
民
営
化
に
つ
な
が

る
「
水
道
行
政
の
広
域
化
＝
府
水
道
企
業
団
」

へ
の
統
合
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
事
業
団
統
合
」
が
行
わ
れ
れ
ば
、
老
朽
管
の

更
新
整
備
計
画
立
案
や
水
道
料
金
の
決
定
権
な

ど
、
市
議
会
で
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
く
な

り
、
水
道
行
政
に
お
け
る
自
治
権
が
奪
わ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

広
域
化
さ
れ
る
と
浄
水
場
な
ど
の
市
民
の
財

産
が
企
業
団
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
市
民
の
会
」
と
し
て
市
に
説
明
を
求
め
て
い

ま
し
た
が
行
わ
れ
ず
、
２
０
２
３
年
３
月
市
議

会
最
終
日
で
統
合
を
進
め
る
条
例
を
市
長
与
党

が
多
数
で
議
決
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
企
業
団
へ
の
統
合
を
予
定
し
て

い
た
和
泉
市
の
議
会
で
、「
水
道
料
金
な
ど
へ

の
市
議
会
の
意
思
の
反
映
へ
の
不
安
」
を
理
由

に
「
統
合
案
」
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
広
域
一

元
化
の
統
合
案
全
体
が
再
考
を
迫
ら
れ
る
事
態

と
な
り
ま
し
た
。
東
大
阪
で
も
、
委
員
会
で
可

決
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
議
案
は
取
り

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
再
考
の
た
め
に
今
後
１
年

ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。

こ
の
間
、「
市
民
の
会
」
を
始
め
、
市
民
団

体
か
ら
何
度
と
な
く
水
道
当
局
に
説
明
を
求
め

て
い
ま
し
た
が
、
当
局
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
改
め
て
「
府
水
道
事
業
団
統
合
」
を
考
え

直
す
時
間
と
チ
ャ
ン
ス
が
来
て
い
ま
す
。

● 

旭
町
庁
舎
裁
判
は
、
市
民
が
ま
ち
の
誇
り
と

文
化
の
大
切
さ
を
訴
え
た

近
代
建
築
の
父
、
ル
・
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
流
れ

を
汲
み
、
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
20
選
に
も

選
ば
れ
て
い
た
「
東
大
阪
市
旭
町
庁
舎
（
旧
枚

岡
市
役
所
）」
が
解
体
・
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
新
し
い
庁
舎
は
何
の
魅
力
も
発
出
し

な
い
、
た
だ
の
四
角
の
建
物
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

解
体
・
破
壊
を
止
め
る
た
め
に
地
元
の
「
旭

町
図
書
館
・
旭
町
庁
舎
を
守
る
会
」
の
６
人
は

裁
判
に
訴
え
ま
し
た
。
１
万
１
０
０
０
筆
を
超

え
る
署
名
、
近
代
建
築
物
保
存
の
活
動
を
し
て

い
る
国
際
組
織
「
ド
コ
モ
モ
日
本
支
部
」
に
よ

る
再
生
計
画
の
意
見
書
、
前
市
長
の
長
尾
さ
ん

の
意
見
陳
述
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
告
団
は
、
市
の
責
任
も
追
及
し
ま

し
た
。「
文
化
的
価
値
は
検
討
し
て
い
な
い
」

な
っ
た
」
と
感
想
が
出
て
い
ま
す
。
６
月
末
に

報
告
書
の
作
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
政
問
題
研
究
会
で
出
さ
れ
た
各

分
野
か
ら
の
現
状
の
報
告

●
東
大
阪
市
の
教
育
の
現
状

２
０
２
２
年
度
は
、
小
中
学
校
合
わ
せ
40
人

以
上
の
教
員
が
配
置
さ
れ
ず
、
授
業
に
穴
が
あ

く
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
で

も
、
市
の
教
育
委
員
会
は
「
と
に
か
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
を
進
め
よ
」
と
い
う
方
針
で
、
教
員
の
負

担
は
た
い
へ
ん
。
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
途
中
退
職

の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

教
員
不
足
の
常
態
化
で
、
実
体
験
授
業
が
少

な
く
な
り
、
理
科
で
は
生
物
教
材
な
ど
扱
う
時

間
が
取
れ
ず
「
感
動
な
き
」
学
習
の
現
状
が
あ

り
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
小
学
校
の
半
数
の
給
食
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送
を
め
ぐ
っ
て
業
者

と
の
調
整
が
つ
か
ず
、
１
か
月
以
上
も
給
食
が

な
い
と
い
う
異
常
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
も
多
く
取
材
に
来
て
い
ま
し
た
。
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市
民
か
ら
の
制
度
利
用
者
に
関
す
る
「
通

報
」
を
呼
び
か
け
る
「
ポ
ス
ト
」
を
作
り
、
市

内
の
公
共
施
設
１
０
０
か
所
程
に
掲
示
、
民
生

委
員
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
公
民
館
・
公
民
分
館

に
も
掲
示
し
て
生
活
保
護
利
用
者
に
対
す
る
差

別
や
偏
見
を
あ
お
る
な
ど
、
自
治
体
と
し
て
あ

る
ま
じ
き
行
為
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
か
か
り
つ
け
薬
局
制
度
」「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
」
に
つ
い
て
、
国
で
は

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
ま
で
、
市
と
し
て

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
扶
助
費
（
家
賃
）
上
限
額
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
２
０
１
３
年
か
ら
市
独
自
で

引
き
下
げ
に
向
け
た
検
討
を
行
な
い
、
２
０
１

５
年
に
は
東
大
阪
市
で
は
単
身
一
人
世
帯
の
限

度
額
が
４
万
２
０
０
０
円
か
ら
３
万
８
０
０
０

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
施
政
方
針
で
「
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
一
時
は
１
７
０

６
億
円
も
超
え
る
赤
字
で
あ
っ
た
国
民
健
康
保

険
料
事
業
の
特
別
会
計
の
黒
字
化
や
生
活
保
護

適
正
化
の
推
進
に
よ
り
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
60
億

円
の
削
減
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
、
こ
の
間
の
生
活
保
護
適
正

化
行
動
計
画
の
成
果
と
自
慢
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
制
度
は
国
の
制
度
で
す
。
国
は
制

「
市
民
か
ら
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
よ
り
も

議
会
の
議
員
の

声
を
尊
重
し
た
」

と
裁
判
で
平
然

と
陳
述
す
る
市

幹
部
に
あ
き
れ

果
て
ま
し
た
。

判
決
は
「
市
長

の
裁
量
権
の
範

囲
」
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
同
時

に
裁
判
所
は
文
化
的
価
値
の
大
切
さ
を
認
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
生
駒
の
山
畑
古
墳
群
に
あ
る
郷
土
博

物
館
の
保
存
活
用
、
文
化
複
合
施
設
を
市
民
が

利
活
用
で
き
る
よ
う
声
を
集
め
て
、
運
動
が
進

み
出
し
て
い
ま
す
。

●
生
活
保
護
利
用
者
を
敵
視
す
る
現
市
政

現
市
政
は
、
国
に
先
ん
じ
て
「
２
０
１
１
年

東
大
阪
市
生
活
保
護
行
政
適
正
化
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
生
活
保
護
制
度
利
用
者
の
監
視
に

つ
な
が
る
「
生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

度
運
用
に
当
た
り
、
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
（
Ｃ
Ｗ
）
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
「
80
世
帯

に
一
人
」
を
「
標
準
数
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
「
配
置
標
準
数
」
を
守
ら
ず
、
大
幅
に
下

回
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｗ
に
つ
い
て
、
正
規
職
員
だ
け

で
は
な
く
、
賃
金
も
低
く
不
安
定
な
有
期
雇
用

職
員
や
再
任
用
職
員
が
３
分
の
一
近
く
を
占
め

る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｗ
と
し
て
の
経
験
が
三
年
未

満
の
職
員
が
７
割
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、「
適
正
化
行
動
計
画
」
を
推

進
す
る
と
し
て
、「
就
労
支
援
」「
介
護
扶
助
適

正
化
員
」「
医
療
扶
助
適
正
化
員
」「
特
別
相
談

員
（
警
察
Ｏ
Ｂ
）」
等
の
嘱
託
職
員
を
40
名
程

度
採
用
し
て
い
ま
す

上
記
の
内
容
は
、
研
究
会
の
中
で
報
告
さ
れ

た
も
の
の
一
部
で
す
。
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
最
優
先
の
東
大
阪
市
に
変
え
る
こ
と
が
急
務

で
す
。
研
究
会
と
し
て
ま
と
め
る
報
告
書
に

は
、
東
大
阪
市
政
の
現
状
と
と
も
に
、
保
育
、

教
育
、
福
祉
、
中
小
企
業
施
策
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
様
々
な
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

旭町庁舎
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2017 年度から 21 年度までの 5年間に、マイナンバー（カード）の紛失・漏洩事案は 5
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スを抱え込んで、市民を置き去りにして、企業中心の事業へと展開する。
こうして、地方行政のデジタル化はデジタル集権制の性格を強め、地方自治の基盤を揺
るがす危険性に満ちている。

お問合せ・申込み先

デジタル化と
地方自治

ふりがな 書　名 冊数

お名前
デジタル化と地方自治
●自治体DXと「新しい資本主義」の虚妄

岡田知弘・中山徹・本多滝夫・平岡和久著
定価 1870円（本体 1700円＋税 10％） 冊

お
届
け
先

〒

ＴＥＬ ＦＡＸ

申
込
み
書

A５判並製カバー、174頁　定価 1870円

送料 650円

●デジタル化の「落とし穴」に目をつぶってはいけない！

第１章●岸田政権の「新しい資本主義」論と経済安全保障・DX
＝岡田知弘（京都橘大学教授）
第２章●デジタル田園都市国家構想の概要と問題点
＝中山　徹（奈良女子大学教授）
第３章●デジタル社会と自治体
＝本多滝夫（龍谷大学教授）
第４章●デジタル化予算と国家財政、自治体財政
＝平岡和久（立命館大学教授）
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